第９回新島襄記念法律討論会 細則
Ⅰ  法律討論会開催について

1． 本討論会は開催校を同志社大学とし、原則として毎年３月に同大学において行う。

２．法律討論会は問題に対する論述、これに対する質疑応答を内容とする。

3． 出題は原則として、憲法、民法、刑法の分野から順次実行委員会の依頼した出題者が行う。

4． 立論は参加校の１名の代表者が行う。この者は原則として１回生とする。

5． 参加校は立論及び質問者の名簿を、開催校の指定する期間内に提出しなければならない。なお、名簿に記入無きものの参加は、これを認めない。
6． 法律討論会の費用は、参加校が分担金として、代表者会議における決定額を納付する。また、後援団体からの援助金もこれにあてる。

7． その他の参加校の選出は、実行委員会に一任する。

Ⅱ  討論方法について

1． 討論は、論旨発表１０分、休憩２分、質疑応答１０分の順に行う。

2． 論旨発表順は以下のように決定する。

（1） 予備抽選によって本抽選の順番を決定し、それに基づいて発表順の抽選を行う。

（2） 抽選方法は実行委員会に一任する。

3． 論旨発表上の注意

（1） 時計は、論者の第一声を始期として、発表終了を以って終期とする。但し、マイクの調整時間を含まない。

（2） 論者は、その論旨の最後に「以上」とつけなければならない。発表は論者の「以上」をもって、終了とする。

（3） 時間経過は、規定時間終了１分前（ベル１回）、立論終了時（ベル２回）を以って合図とする。但し、立論が延長した場合、立論開始１０分後（ベル２回）、立論終了時（ベル１回）とする。

（4） 論者に対しては会場中央より、また聴衆に対しては司会者席より、論旨発表の残り時間をあと何分台であるか提示する。その提示は１分ごとにし、終了１分前からは３０秒、１５秒、０秒、終了を示した用紙をもってなす。

（5） 論者は司会者から受け取った論旨以外は論壇に持ち込めない。

（6） 実行委員会は、論壇に小六法、問題文を用意する。

（7） 発表した論旨は、質疑応答終了後、司会者席に提出する。

4． 質疑応答について

（１）　質問は、論述終了後、参加校に在籍する１回生が行い、論者がこれに答える。但し、同大学に在籍する学生間の質疑応答はこれを認めない。

（２）　質疑応答は司会者の指示に従って行う。

（３）　質問者は「質問」と言って手を挙げて発言を求め、指名された場合には、在籍校名、氏名を告げた後、質問する。

（４）　本質問をしたものに限り、続けて１回のみ関連質問ができる。関連質問は司会者の促しがあってから発言する。関連質問がある場合、「関連」と言って挙手する。尚、司会者は関連質問者を優先的に指名することを要す。

（５）　時計は、司会者の質疑応答開始の合図を以って始期とする。

（６）　時計時間は３．（３）を準用する。但し、質疑応答中に１０分を経過した場合は質疑応答終了時にベルを２回鳴らすものとする。

（７）　質問の途中で１０分を経過した場合も質問者は最後まで質問を述べることができ、論者はこれに答えなければならない。また、この場合、関連質問もでき、論者はこれに答えなければならない。

（８）　質問者は１つの論点についてのみ質問できる。論者が複数の論点に及ぶ質問であると判断した場合、論者はそのすべてまたは一部の論点について答えることができる。論者が一部の論点について答える場合、その旨を述べなければならない。

（９）　質問は簡潔明瞭に行い問題外に触れてはならない。問題外に触れる質問を行なったと論者が判断した場合は、その旨を述べ、応答を拒絶することができる。

（１０）論者に対する確認は質問とみなす。この質問も１回と計上する。論者が質問者に対してなす反質問はこれを認めない。論者は質問者の質問が聞き取れなかった場合、また、質問者においては論者の回答が自己の責任に帰せざる理由により聞き取れなかった場合、司会者に対して再度の論述を求めることができる。聞き返しの文言は「司会者の方、再質問をお願いします」で統一する。また、論者は１度答えかけた質問に対しては、再度の論述を求めることができない。これを２回以上行った場合、Ⅲ－２（３）の規定に従い、減点事由とする。

（１１）各参加校の質問回数は平等を原則とする。その方法は回数チェックによる。また、この質問回数は各参加校に見えるように公示する。
     　（１２）論者が質問に対し相当の時間内で応答しない場合は、司会者は論者に応答を促さなければならない。なお、１分を相当の時間と定める。

5． 計時について
（１）立論、休憩、質疑応答の計時につき、これを明確にするため計時していないときは計時係の１人が旗をあげることによってこれを示す。

（２）立論が延長した場合、３．（３）を準用すると同時に立論開始10分後に旗を水平にあげ、立論終了時に旗を垂直にあげて合図とする。

（3） 休憩の開始および終了は司会者の指示による。同時にこれを視覚的に示す。

（4） 質疑応答中に10分を経過した場合、４．（６）但書ならびに５．（２）を準用する。
6． 不正について

（1） 論者は、立論及び質疑応答に関して不正を働いてはならない。

（2） 論者は司会者の渡す論旨及び実行委員会の用意する物のみによって立論および質疑応答をしなければならない。

（3） 上記（１）及び（２）に違反した論者は失格とする。

（4） 論者の不正を幇助した者の質問は質問の部において無効とする。

（5） 聴衆が論者の不正を幇助した場合は、全てこれを退場処分に付す。

（6） 論者が不正した場合または質問者が論者の不正を幇助した場合の判定は、大会終了後の代表者会議において協議の上全会一致によって決める。但し、当事校は議決権を有しない。

Ⅲ．採点方法について

1． 審査は実行委員の依頼した学者３名、実務家３名の計６名により行われる。

2． 論者の採点

（1） １審査員につき論旨点６０点、質疑応答点４０点の計１００点とし、その６割を以って基準点とする。

（2） 時間超過の場合、１分経過ごとに１審査員につき１点減点する。なおこの場合秒の経過は１分として計算する。また、その減点は集計室で行う。

（3） 質疑応答の際、１度答えかけた質問に対し、再度の質問内容の聞き返しを行った場合、行為１回につき１点減点する。また、その減点は集計室で行う。

（4） 審査員には、全立論終了後、立論の部の採点に関し、修正権を与える。

3． 質問者の採点

（1） 各審査員の持ち点は２０点としその６割を以って基準点とする。

（2） 関連質問があった場合には、本質問と関連質問を１つとみなし、２０点満点で採点する。

４．チームの採点

チームの得点は、下記の式によるものとする。

チーム得点＝論者得点+（各チームの質問者上位３名の合計点）÷３×５

Ⅳ．成績発表・表彰について

1． 順位は、論者、質問者、チームいずれも各審査員の合計得点の多寡により決定する。

2． 質問賞の場合、上位に同一人が入る場合は、最高得点のみを有効とする。

3． 論者については上位３名を表彰する。

4． 質問者については上位５名を発表し、表彰する。

5． チームについては上位３チームを発表し、表彰する。

6． 点数集計の公平を期すため、各参加校は立会人を置くことができる。立会人なきときは実行委員会に一任したものとみなす。

7． 表彰は、個人においては大学名、個人名を、チームにおいては大学名、サークル名をもってなす。

8． 同点の場合の順位決定方法

（1） 論者においては立論点の高い者を、質問者においては高い順位の論者に質問した者を上位とする。

（2） チームの場合、質問点の多寡により決定する。

（3） 上記の方法で決定しない場合は、審査員の協議により決定する。論者の順位について協議する場合は、論旨を審査員に見せることがある。

9． 減点があった場合は、その旨を会場に対して告げなければならない。

Ⅴ．司会者について

1． 司会者は、正司会者１名、司会補佐１名をあてる。

2． 司会者は、討論会を運営するための権限を有する。

Ⅵ．論旨について

1． 討論会参加校は、討論会当日受付に論旨８部を提出する。

2． 論旨は討論会会場において配布しない。後日論旨集として、各参加校に配布する。

3． 論旨の書式は別に定める。

Ⅶ．改正

1． 本細則の改正には、代表者会議の承認を必要とする。

Ⅷ．その他、備考

1． 法律討論会において緊急の事態が生じた場合は、直ちにそのことを実行委員に連絡することを要す。

2． 本細則に規定なき事項は、代表者会議の決定を原則とする。但し、緊急の場合には実行委員会に一任する。
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